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平成２０年３月期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

平成20年1月31日の第3四半期決算発表時に公表いたしました、平成20年3月期（平成19年4

月1日 ～ 平成20年3月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたしま

す。 

 

記 
 
 

１． 平成 20年 3月期 通期業績予想の修正 
      

 ① 単独業績予想数値の修正（平成 19年 4月 1日 ～ 平成  20年 3月 31日） 

                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 61,800 450 750 550 

今回修正予想（Ｂ） 63,240 820 900 630 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,440 370 150  80 

増減率 2.3% 82.2% 20.0% 14.5% 

（ご参考） 

前期実績（平成 19年 3月期） 
56,229 901 771 375 

 

 ② 連結業績予想数値の修正（平成 19年 4月 1日 ～ 平成 20年 3月 31日） 

                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 105,700 2,750 2,500 1,600 

今回修正予想（Ｂ） 105,710 3,280 2,930 1,990 

増減額（Ｂ－Ａ） 10 530 430 390 

増減率 0.0% 19.3% 17.2% 24.4% 

（ご参考） 

前期実績（平成 19年 3月期） 
98,277 2,949 3,003 2,165 

 

 

 

 

 



２．修正の理由 

  

① 単独 

◎ 売上高につきましては、得意先の新車投入に伴う受注増加により、1,440百万円前回予想を

上回る見通しであります。利益につきましては、労務費等の経費増はありますものの、増収

効果により営業利益で370百万円、経常利益で150百万円、当期純利益で80百万円それぞれ

前回予想を上回る見通しであります。営業増益に比べ経常増益が少ない主な理由は、営業外

費用において為替差損が約190百万円前回予想より多く発生しているためであります。 

 

 ② 連結 

◎ 売上高につきましては、単独の増収分が円高による為替換算影響により相殺されるため、ほ

ぼ横這いとなる見通しでありますが、利益につきましては、単独及びアジア地域の増益によ

り営業利益で530百万円、経常利益で430百万円、当期純利益で390百万円それぞれ前回予

想を上回る見通しであります。 

 

（注） 上記の業績予想につきましては、現時点において入手された情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因により上記の業績予想値と異なる結果となる可能性があります。     

 
以 上 


